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結果の概要

昭和48年度調査成績を中心に解説する。

1．　栄養摂取量
（1）　国民1人1日当たりの栄養摂取量を10年前の昭和38年と比較すると炭水化物を除くすべての栄養

素の摂取量が増加している。特に動物性たん白質は47％増，脂肪は80％増となっており，脂肪のう

ち動物性脂肪は約2．4倍にも増加している（表1）。

　　　　　　　　　　　　表1 栄養摂取量の年次推移　　（1人1日当たり）
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（2）動物性たん白質の増加により動物性たん白

質比は38年度の39．7％から48年度は49．8％と

摂取たん白質の約半分は動物性のものが占め

るようになった。 （表1）

（3）昭和50年を目途とした栄養基準量と比較す

ると熱量は，5．7％基準を上回っているがカ

ルシウムは約10％，ビタミンA，B1，B2も

調理損失を考慮すると15～30％基準量を下回

っている（図1）など国民の栄養状態は量的

には過剰傾向にあるが，質的には微量栄養素

など改善すべき点がみられる。

図1　昭和50年を目途とした栄養基準量と昭和48

年度栄養摂取量の比較（栄養基準量＝100）
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注）ビタミン類については調理による損失を考慮し
てある。


